
●今後に向けた保存活用方針の検討 ～開放的に使える「銚子山」へ～

保存・管理調査・研究 活 用 人づくり 体制づくり

今後の活用を踏まえて、史跡として保全をはかりつつ活用できるルールづくりが必要。

前提となるのは「京丹後市文化財保存活用地域計画」にある５つの基本方針。

令和6年度にかけて、今後の活用ルールをまとめていきたい。

・中間報告会 ：2024年3月ごろ

・市内向けプレイベント：2024年10～11月

・市外向け広報活動 ：2024年10～11月

・オープニングイベント：2025年3月8日（土）（予定）

●オープニング関連イベントについて

史跡のオープンとそれに向けた周知・誘客を企図したイベントを令和6年度に実施したい。

【これまでに出た活用意見】 京丹後市 地区等

短期的に取り組めると思
われるもの

①市内向け教育イベント
②徒歩来訪者向け看板整備
③ライトアップ整備

④円筒埴輪の製作体験、展示※社会福祉施設と連携

⑤季節の樹木を植栽 ※地元有志により実施有

長期的な取り組みが必要
と思われるもの

⑥大人向けイベント
⑦市民交流センター（コフーン）との連携
（展望テラス）

⑧銘菓「銚子山」の復活

⑨古墳祭り（仮称）※寛平法皇陵祭（7/26）

⑩グラウンドゴルフ
⑪野外コンサート 【関連して】

●市民への周知
●観光公害に配慮した施策
●丹後緑風高校生の参画
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令和6 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

工事

委員会

イベント
など

令和5 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

工事

委員会

イベント
など

●整備関連スケジュール




